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序
説近
世
初
頭
、
大
名
領
国
制
の
確
立
と
共
に
政

治
・
経
済
の
中
心
と
し
て
の
封
建
都
市
城
下
町
が

全
国
各
所
に
続
々
建
設
さ
れ
た
。

従
来
、
こ
の
城
下
町
の
研
究
は
歴
史
及
び
地
理

の
分
野
に
於
い
て
も
詳
細
に
行
な
わ
れ
、
叉
行
な

わ
れ
つ
つ
あ
り
、
そ
の
研
究
の
一
範
曙
と
し
て
城

下
の
戸
口
の
論
究
も
今
ま
で
断
片
的
で
は
あ
る
が

幾
っ
か
為
さ
れ
て
来
た
。

し
か
し
戸
口
調
査
と
云
う
こ
と
が
現
在
程
確
立

さ
れ
て
い
な
い
時
代
に
あ
ヴ
て
、
そ
の
依
る
べ
き

残
さ
れ
た
資
料
が
断
片
的
で
あ
る
た
め
、
ど
う
し

て
も
画
一
的
論
断
は
な
怠
れ
な
い
。
'
今
取
り
上
げ

様
と
す
る
福
井
城
下
の
場
合
も
例
外
で
は
な
い
の

で
あ
つ
で
、
二
百
数
十
年
間
の
藩
政
時
代
を
通
じ

て
、
現
在
知
り
得
る
限
り
の
戸
口
調
査
の
資
料
は

僅
か
に
十
点
程
に
過
ぎ
怠
い
。
は
た
し
て
乙
の
様

な
も
の
で
以
っ
て
一
戸
口
の
変
遷
を
論
じ
得
る
か
ど

う
か
は
別
と
し
て
、
た
だ
資
料
と
し
て
の
紹
介
及

ぴ
こ
れ
等
を
分
析
し
て
若
干
の
考
察
を
試
み
る
に

松
原

福
井
城
下
一
戸
口
の
概
要
と
そ
の
一
考
察 止

め
て
置
き
た
い
。

現
在
は
必
ず
レ
も
そ
う
で
は
な
い
が
、
従
来
一

般
に
都
市
の
犬
小
は
そ
の
人
口
に
よ
っ
て
ま
ず
問

題
と
さ
れ
る
。
都
市
の
戸
口
記
録
の
初
見
は
、
中

世
末
期
頃
よ
り
現
わ
れ
て
来
る
が
、
勿
論
こ
れ
も

戸
口
調
査
の
結
果
の
資
料
之
し
て
で
は
な
く
て
、

大
概
紀
行
文
や
見
聞
記
類
に
見
ら
れ
る
推
定
数
で

あ
っ
た
。
従
っ
て
一
応
統
計
値
と
レ
て
の
戸
口
調

査
は
や
は
り
近
世
初
期
の
寛
永
十
四
年
三
六
三

七
)
島
原
の
乱
勃
発
後
、
幕
府
の
厳
重
な
切
支
丹

改
以
後
の
宗
門
改
の
結
果
の
こ
と
と
考
え
ら
一
れ

叉日明。
武
家
の
一
円
口

封
建
都
市
城
下
町
の
人
口
は
支
配
者
層
の
武
士

と
被
支
配
者
層
の
町
人
汲
ぴ
若
干
の
百
姓
や
寺
社

関
係
人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
全
国
の
殆
ん
ど
の
城
下
町
で
は
支
配
者

階
層
の
武
士
人
口
の
資
料
が
欠
け
て
居
り
、
従
っ

て
ζ

れ
等
武
士
人
口
の
算
定
は
今
後
の
城
下
全
体

の一
F
口
研
究
に
残
さ
れ
た
式
き
な
課
題
で
あ
る
。

福
井
の
場
合
も
武
士
階
層
に
関
す
る
一
円
司
記
録

ほ
殆
小
ん
ど
発
見
さ
れ
ず
1

僅
か
に
第
一
表
の
如
く

寛
延
三
年
(
一
七
五

G
V
の
家
中
戸
数
の
み
が
残

さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
り
、
福
井
城
下
全
体
の
戸

口
上
の
規
模
は
全
く
不
確
実
で
あ
る
。
武
家
屋
敷

の
入
口
は
・
勿
論
武
士
の
み
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る

の
で
は
な
く
、
多
数
の
家
来
や
奉
公
人
及
ぴ
そ
の

家
族
を
も
含
め
て
、
相
当
な
数
に
上
り
高
禄
の
武

家
屋
敷
程
そ
の
人
数
は
多
く
禄
高
の
低
く
な
る
に

応
じ
て
同
一
屋
敷
内
の
人
口
が
減
少
し
て
い
く
の

は
当
然
で
あ
る
。
従
っ
て
町
方
の
如
く
一
戸
平
均

の
家
族
数
を
考
慮
し
て
概
数
を
掴
む
と
云
う
方
法

で
は
全
く
誤
算
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

彦
根
藩
の
場
合
に
は
家
老
屋
敷
は
七

O
O余
人

も
包
含
し
て
居
り
、
歩
行
ク
ラ
ス
に
な
る
と
一
戸

平
均
男
ニ
・
一
人
、
女
二
・

O
人
、
下
男
0
・
三

人
、
下
女
Oι
五
人
と
な
る
。
更
に
足
軽
ク
ラ
ス

で
は
男
二
・

O
人
、
女
一
一
-
九
人
と
な
り
、
そ
の

下
男
下
女
の
数
は
、
一
九
組
の
総
計
で
そ
れ
ぞ
れ

一
三
人
と
八
二
人
を
算
え
る
に
と
ど
ま
る
と
云

ぅ
。
叉
元
禄
八

年
(
一
六
九
五
)

に
は
武
家
と
町

万
と
の
人
口
の

比
は
五
割
五
分

と
四
割
五
分
、

明
治
元
年
の
武

家
人
口
一
三
一

O
二
人
に
対
し

〈第一表〕

寛延3年 (1150)家中戸数表

侍‘ 屋 敷r

与力屋敷 39 

諸役徒屋敷 76 

坊 主 9 

諸 組 1042 

総 計| 1777 
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町
人
人
口
一
三
一
六
三
人
の
ほ
ぼ
同
率
を
示
し
て

い
る
。
(
注

1
)

福
井
の
場
合
と
は
藩
域
も
藩
情
も
異
な
る
彦
根

藩
の
資
料
を
以
っ
て
、
直
ち
に
人
口
の
比
率
と
考

え
て
論
断
は
出
来
な
い
が
、
少
く
共
福
井
の
武
家

人
口
は
一
万
と
下
ら
な
か
っ
た
と
考
え
て
、
町
人

人
口
二
万
余
人
と
併
せ
て
全
城
下
約
三
万
余
人
と

推
考
し
て
筆
を
止
め
る
以
外
に
方
法
は
な
い
。

今
後
、
松
平
文
庫
に
残
る
各
代
の
分
限
帳
を
詳

細
に
検
討
す
れ
ば
、
今
少
レ
確
実
性
の
あ
る
数
字

を
掴
め
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
乙
れ
は
次
の
機
会

に
譲
る
こ
と
に
し
た
い
。

町
方
の
戸
日

以
上
簡
単
で
は
あ
っ
た
が
、
武
家
屋
敷
の
戸
口

に
就
い
て
論
考
を
進
め
て
見
た
。
次
に
比
較
的
資

料
の
残
さ
れ
た
町
方
の
戸
数
と
人
口
に
関
し
て
少

し
ば
か
り
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。

全
国
各
城
下
町
に
於
け
る
各
時
代
の
人
口
を
検

討
し
て
見
る
と
調
査
基
準
や
そ
の
範
囲
に
著
し
い

差
異
の
認
め
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
即
ち
岡
山
城

下
の
宝
永
四
年
(
一
七

O
七
)
六
月
の
人
口
が
三

O
六
三
五
人
に
-
対
し
て
、
そ
れ
以
前
の
寛
永
七
年

(
一
六
三

O
)
八
月
の
二
八
四
三
二
人
と
そ
れ
以
後

の
享
保
二
年
(
一
七
一
七
)
二
七
九
五

O
人
と
の

聞
に
人
口
の
差
異
が
認
め
ら
れ
る
が
宝
永
四
年
の

三
O
六
三
五
人
の
中
に
は
寸
そ
の
他
召
抱
置
候
下

入
一
九
一
七
人
」
と
「
郡
会
所
に
属
し
た
る
他
国

者
四
二

O
人
」
の
計
二
三
三
宅
人
が
含
ま
れ
て
い

る
の
に
対
し
て
他
の
両
者
に
は
乙
れ
等
が
含
ま
れ

て
い
な
い
た
め
に
生
じ
た
差
異
と
考
え
ら
れ
、

(注

2
)
叉
名
古
屋
城
下
に
於
い
て
も
享
保
六
年

と
同
十
年
の
戸
口
が
著
し
く
矛
盾
し
て
い
る
の
を

市
史
編
纂
委
員
で
は
算
定
方
法
の
不
同
な
る
事
に

帰
し
て
い
る
の
は
ζ

の
故
で
あ
ろ
う
。
(
注

3
)

福
井
で
は
寛
延
三
年
(
一
七
五

O
)
三
月
の
人

別
改
で
男
女
総
数
ニ

O
O
四
二
人
の
外
に
寺
社
人

数
四
二
六
人
、
御
朱
印
地
神
明
社
一
五
人
(
僧
三

人
、
社
人
一
人
、
男
五
人
、
女
六
人
)
、
山
伏
数

五
O
人
を
別
記
に
書
上
げ
て
居
り
、
そ
の
他
の
人

別
改
で
は
と
の
様
な
詳
細
な
人
別
が
無
い
乙
と
か

ら
、
こ
の
様
な
別
記
書
上
げ
が
加
え
ら
れ
て
の
城

下
総
数
な
の
か
叉
含
ま
れ
て
い
な
い
の
か
不
明
で

あ
る
。
恐
ら
く
第
二
表
に
見
ら
れ
る
各
時
代
の
町

屋
戸
口
数
に
は
含
ま
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
そ

う
で
な
い
も
の
も
あ
ろ
う
。

〔
慶
長
年
聞
の
戸
口
記
録
〕
先
に
も
述
べ
た
様

に
寛
永
十
四
年
島
原
乱
以
後
に
な
っ
て
、
初
め
て

戸
口
記
録
が
見
ら
れ
る
所
が
多
い
。
恐
ら
く
そ
れ

以
前
(
城
下
街
完
成
直
後
)
に
も
戸
口
調
査
の
行

福井城下町屋戸口表

年 次 |総家数|総人数| 典 拠

慶長年間 (1610) 5131 25231 御給帳書上

正徳2年8月 (1712) / 21393 福井市史(上)
11 5年11月 (1713) 5459 / 11 

事保 2年 (1717) 5399 20813 袖目金同
11 10年 (1725) 5491 21622 松平文庫記録

延享 5年 (1746) 5518 /* 
国事叢記

寛延5年5月 (1750) 5386 20533 越藩貴耳録勇

天明5年4月 (1785) / 21589松平文庫記録
享和 5年 (1803) 5197 / 郡県細志

〔第二表〕な
わ
れ
た
城
下
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
軍
事
的

に
幕
府
や
或
い
は
他
国
に
秘
し
た
た
め
、
そ
の
ま

ま
現
在
に
ま
で
不
明
と
さ
れ
で
き
た
も
の
と
推
考

さ
れ
る
。
金
沢
に
於
い
て
寛
文
以
前
に
城
下
戸
口

記
録
の
不
明
な
原
因
を
や
は
り
こ
の
一
つ
に
数
え

て
い
る
。
(
注

4
)

こ
の
様
な
事
情
の
中
に
福
井
に
於
い
て
の
み
慶

長
年
間
と
云
う
城
下
草
創
期
の
戸
口
記
録
が
残
存

し
た
と
云
う
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
と
と
で
、
乙
れ

程
古
い
も
の
は
他
の
城
下
で
は
今
ま
で
ま
だ
発
見

券社家、寺院、山伏の人数も含む。
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さ
れ
な
い
。

所
で
第
三
宇
佐
詳
さ
に
検
討
す
る
と
慶
長
年
同

の
総
家
数
に
於
い
て
は
、
そ
れ
以
後
の
各
時
代
の

家
数
よ
り
も
少
く
、
城
下
草
創
期
を
窮
わ
せ
て
首

肯
し
得
る
が
、
人
口
が
そ
れ
以
後
の
各
時
代
の
人

口
と
比
べ
る
と
著
し
く
多
い
こ
と
に
注
目
さ
れ

る
。
即
ち
一
戸
数
と
人
口
と
の
関
係
は
慶
長
以
後
の

各
時
代
の
一
戸
当
り
の
人
数
が
三
・
八
人
な
い
し

四
・

O
人
に
対
レ
、
慶
長
年
聞
の
そ
れ
は
四
・
九

人
強
と
約
一
人
当
り
多
い
。
乙
れ
も
結
局
は
城
下

草
創
期
の
特
長
で
、
城
郭
や
城
下
街
の
急
激
な
拡

張
に
伴
な
う
大
規
模
な
土
木
工
事
ゃ
、
城
下
へ
の

人
口
集
中
政
策
の
結
果
、
地
方
か
ら
各
武
家
屋
敷

や
商
家
に
職
を
求
め
て
集
ま
っ
て
来
た
た
め
で
あ

ろ
う
。
第
三
表
の
「
町
中
召
仕
三
三
二
五
人
」
と

あ
る
の
は
恐
ら
く
こ
の
種
の
人
口
で
は
な
か
ろ
う

ふ
H〔第三表〕

慶長年間人口表

|人口

家持 13367
士山名子 2130

門前 1893

地方 2649
借家i 1867 
11IJ中召仕 3325

以三31
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さ
て

こ
れ
以

後
、
藩

政
二
百

数
十
年

間
を
通

じ
て
の

城
下
戸

口
を
眺
め
て
見
る
と
殆

ん
ど
変
動
の
な
か
っ
た

こ
と
が
第
二
表
に
よ
っ

て
知
ら
れ
る
。
即
ち
確

立
し
た
支
配
体
制
と
出

滞
じ
た
経
済
機
構
が
城

下
戸
口
を
こ
の
様
に
停

滞
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

尚
第
四
表
は
男
女
別

の
人
口
で
あ
る
が
、
い

り

ず

れ

も

女

子

よ

り

も

男

町

子

の

人

口

が

多

い

。

こ

明

れ

は

全

国

の

城

下

町

に

共
通
し
た
現
象
で
あ
っ
て
、
商
業
経
済
都
市
と
し

て
商
家
に
多
く
見
ら
れ
る
召
仕
奉
行
人
を
含
む
た

め
と
さ
れ
て
い
る
。
(
注

5
)

町
屋
敷
地
の
分
析

福
井
城
下
の
行
政
的
区
域
は
、
ほ
ぼ
太
陽
検
地

の
町
村
単
位
で
あ
る
北
庄
町
・
石
場
町
・
城
之
橋

町
(
村
)
・
松
本
村
・
三
橋
村
・
木
田
村
の
地
域

ぞ
包
含
す
る
も
の
で
い
ず
れ
も
福
井
町
奉
行
所
の

管
轄
す
る
所
で
あ
っ
た
。
こ
れ
等
の
地
域
は
柴

田
、
堀
、
青
木
の
諸
領
主
の
時
代
に
は
既
に
一
つ

の
連
続
し
た
市
街
地
を
構
成
し
て
い
た
も
の
と
見

ら
れ
る
が
、
更
に
慶
長
六
年
の
結
城
秀
康
公
の
入

城下男女別人口表

年 次| 男 女

享{呆2年 (1717) 10843 
1/ 10年 (1725) 11127 10495 I 21622 
党延3年 (1750) 10473 9538 i 20011 
天明5年 (1785) 10772 10364 I 21136 

高詮、

福
井
城
下
一
戸
口
の
概
要
と
そ
の
一
考
察

封
に
よ
っ
て
武
家
屋
敷
割
に
よ
る
移
転
、
新
設
等

で
拡
張
さ
れ
た
地
域
に
相
当
す
る
。

藩
祖
秀
康
は
こ
れ
等
の
地
域
の
う
ち
町
人
の
居

住
す
る
町
屋
の
み
の
地
子
を
免
じ
、
そ
の
他
の
百

姓
屋
及
び
田
畑
の
地
籍
に
就
い
て
は
有
租
地
と
し

て
前
者
を
町
万
、
後
者
を
地
方
(
ジ
カ
タ
)
と
称

し
た
の
で
あ
る
。
尚
町
万
・
地
方
の
関
係
に
就
い

て
は
以
上
の
概
略
的
な
秒
、
述
に
止
め
て
詳
細
は
別

稿
で
改
め
て
論
じ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

以
上
の
概
説
を
前
提
と
し
て
、
主
と
し
て
町
屋

の
屋
敷
種
別
統
計
表
を
中
心
に
少
し
ば
か
り
考
察

ぞ
進
め
て
見
た
い
。
町
万
に
属
す
る
町
屋
敷
は
第

五
表
に
示
さ
れ
て
い
る
如
く
、
役
家
・
無
役
・
地

子
屋
・
無
地
子
屋
・
地
名
子
・
門
前
家
の
約
六
種

に
大
別
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
夫
役
、
有
租
等
の
関

係
か
ら
こ
の
様
な
「
家
屋
改
」
が
行
な
わ
れ
た
の

で
あ
る
。

〔
役
家
〕
町
屋
で
は
地
子
免
除
の
代
償
と
し
て

そ
の
屋
敷
の
間
口
に
応
じ
て
夫
役
(
町
役
)
が
課

せ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
域
内
の
櫓
閣
、
館
舎
の
屋
根
、

道
路
、
橋
梁
の
修
繕
や
冬
期
の
除
雪
に
課
せ
ら
れ

た
、
か
、
実
際
に
は
人
足
を
雇
用
し
、
そ
の
人
足
代

と
し
て
町
中
に
役
銀
を
賦
課
し
た
様
で
あ
る
。

延
宝
九
年
(
一
六
八
一
)
二
月
十
一
日
の
申
達

に
「
:
・
是
迄
土
居
奉
行
へ
人
足
壱
人
被
一
一
下
置
一
、

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）
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|慶長年間|正徳5年間口5年

役家 3006 3053 2930 
fJIJ 
無役 172 288 307 

地子家 (162) * 231 224 

無地子 5 22 

方
地名子 650 501 500 

門前家 407 473 435 

警地方家 734 908 779 
総 計 I5131 I叩|引

町屋敷分類表〔第五和
御
堀
・
土
居
共
ニ
支
配
被
ニ
仰
付
一
候
ヘ
パ
、
人
足

壱
人
御
増
被
二
下
置
一
、
其
上
御
掘
藻
草
取
申
人

足
拾
人
-
一
町
中
与
為
二
人
足
代
一
銀
弐
貫
之
出
申
ニ

付
召
抱
候
様
可
ν
然
旨
十
郎
兵
衛
被
=
仰
渡
こ
と

あ
る
。
(
注

6
)

叉
一
般
の
町
役
外
に
は
伝
馬
役
、
石
屋
役
、
水

役
人
桧
皮
職
・
大
工
職
・
鍛
冶
職
)
等
の
職
役
が

あ
り
、
各
月
に
日
限
を
以
っ
て
労
役
に
服
し
た
。

「
正
徳

Z
年
調
」
に
よ
れ
ば
(
第
七
表
参
照
)

伝
馬
役
は
石
場
町
組
八
軒
(
石
場
町
)
、
本
町
組

三
十
八
軒
(
伝
馬
町
)
、
京
町
組
七
軒
、
室
町
組

一
軒
、
松
本
町
組
三
十
一
軒
(
松
本
堅
町
)
に
分

散
し
、
定
問
屋
は
松
本
町
、
伝
馬
町
、
石
場
町
の

舎

発地代家とあり。

正徳 5年什月 (1713)

役家 28201

無 役(組頭・庄屋) 160 ~ 2984 

I一乗町組裏屋敷役家 4J 
役|伝馬役・H ・H ・..…万

I桧皮職 11)

l鍛治役 3H
家|職役 ωj
正石 屋 役

f石屋役御黒印有
有御朱印

有御黒印

御朱印屋敷之内

御朱印御黒印なし

外中島上ノ橋容所屋敷 H ・H ・... 41 

浜町!~而無役・'"・H・....

御扶持人大工無役........…

地子屋敷・H ・H ・-…

t有御朱印・H ・H ・
無地子{

t有御黒印・H ・H ・..…

表較比類
ノ同、

JJ 屋町〈第六表〕

2930 

74 

5 年 (1803)

数

役(但伝馬役勤)

手t口

屋

享

町

無

105 役(諸役人水役勤)無107 

48 役(石屋水役及び有御黒印)無48 

12 印)

地子屋敷

f有御朱印
無地子{

t有御黒印 4 

無地子(幸若屋敷今道心者雲松持分)17 

門前家 435 

地名子

R 内(但門前地名子)

制
?
?
224 

27 

御

役

役

免地(有

島町無

無々

御

代

中

12 

2 

6 

231 

4 

66 、tp
E
，

0

6

 

1

5

 

無

役

500 

77守

473 

501 

家……....前

名

方

門

地

地 信
ιd  

~ 908* 

5197 

上記の表は両者を比較し易い様に享和3停の分類項目に正徳3年の統計を準拠し

て作成したものである。 勢松本町組地万家10軒を含む。

計総言十総
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守・・司r

"
 

&
 

〔
第
七
表
〕

福
井
御
城
下
の
町
方
家
屋
敷
地
類
別
表
〔
正
徳
5
年
11
月
町
絵
図
出
来
の
際
調
書
〕
よ
り
作
成

役
家

:;て|:
伝
石

組頭

馬
屋
水

役
.
 

役
役

庄屋

木
田
町
組
241 

47 
(
桧
皮
職
)
10 

神
宮
寺

l町
組
200 

石
場
町
組
338 

B
 

本
n
Jr
組
233 
28 

京
町
組
253 
7
 

一
乗
町
組
225 

上
呉
服
町
組
264 

下
呉
服
町
組
352 

(
大
工
職
)
(イ)
65 

室
町
組
300 

(
鍛
治
職
)
31 

松
本
町
約
278 
31 

城
ノ
応
::IJ
品目
136 

計ー
11 
282 0
1
 

μ
)
職
役
内
大
工
彦
五
郎
大
工
庄
屋
並
木
挽
庄
屋
共
ニ
相
勤
申

(ロ)
41
軒
列
中
島
、
城
ノ
橋
町
番
所
屋
敷

付
5
軒
地
子
屋
敷
内
1
軒
庄
屋
地
子
米
ノ
叶
日
勤
候
へ
共

還
物
銀
御
志
ん
か
い
は
出
不
レ
申
候
、
2
軒
石
場
高
之
内

(=-) 
1
軒
石
場
高
之
内

19 

15 

21 

16 

18 

12 

13 

15 

14 

11 61 

同
内
各
1
軒
は
庄
屋
地
子
米
ノ
、
勤
候
得
共
IflJ
懸
リ
銀
不
二
勤
申
ー

$
極
限
牧
草
草
j
LI江
口
Q
騒附-¥.II¥J

Q
 l
1W'住民

無

御朱印有

役
型出
無
地
子

之
御屋朱印

御
御黒印御朱印

子
御黒御朱
御黒EI日
御朱印

黒印
屋
印
印
な

な
内
敷
有
し
敷

(斗
1

2
 

5
 

2
 
4
 
1
 
il
0 村
16

2
 
5
 

71
同
37

81 
38 

8
1
 

10
1
 (へ
)
2
 

(ロ)
42 
(ト)
32 

叫
2刊

(ぺ
2
軒
ハ
松
本
高
之
内

(ト)
32
軒
地
子
屋
敷
但
一
番
町

(チ)
但
禅
竜
寺
借
屋
共
ニ

(
リ
)
但
御
堀
端
地
名
子
共
ニ

有
し

2
 

311 

門前家

43 

34 

118 

57 

伺
752 

34 

75 7
 

46 

(x) 
但
切
売
之
売
券
指
上
御
役
儀
ハ
売
主
共
表
屋
敷
ニ
而

相
勤
申
候

地名子

51 5
 

28 

23 

34 

(リ)
59 

62 

101 

61 

71 6
 

(
数
字
は
軒
数
)

その他
計

屋敷

519 

261 

521 

(需延長)
2
 
308 

373 

(
震
農
薬
)
同
4
336 

438 

慨
)
6
1

626 

490 

420 

269 

2211 
4561 
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思
#
;
~
き
ト

i江
口
Q

革喜剛..lJ
I
V
8
1

W'通話
ミ語版

{
 ~
御
朱
印
御
黒
印
其
他
課
役
免
除
之
人
附

Jr~
よ
り
作
成

「
正
徳
三
年
十
一
月
IU]絵
図
出
来
の
際
;
調
書
j
J

~
 

無
役
及
び
無
i也
子
の
特
別
町
人
附
表

1と
源
1エ

r~ß右
ヱ
門
(石場:1IT)

〔
橘
屋
七
屋
敷
之
内
〕

木
村
孫
兵
衛

(
神
宮
寺
:
tu.)

屋
五
兵

(
神
宮
寺
町
)

J馬
問
屋
太
左
ヱ
門

(
石
場
~
I日
)

屋
与
左
ヱ
門

(
石
:
場
町
)

衛

御
黒
印
無
之
人
附

蓑

御
朱
印

慶
松
居
屋
敷
之
外

(
神
宮
寺

I町
)

本
(
神
宮
寺
:nJ)
屋
主

(
石
場
i町
)

池
屋
敷
1}
二
軒

院1活ー

梅粕

御
黒
印
所
持
之
人
附

鍛
治
黒
田
跡

(
石
坂
田
n

〔
議
八
表
〕

1IIJ 
組
|
御
朱
印
所
持
之
人
附
|
御
朱
印
屋
敷
之
内

;向
I
l
-
-

(;t 83 mJ) 
C橘
屋
七
屋
敷
之
内
〕

|
慶
松
太
郎
三
郎
|
小
七
郎

神
宮
寺
町
組
I
 
(
神
宮
寺
町
)
I
 C慶
松
太
郎
三
郎
御
朱
印
之
内
〕

医
師
大
月
斉
庵
ー
-

(
と
立
矢
mT)

医
師
三
崎
玉
雲

(
能
登
!
日
T
)

師
弥
次
右
ヱ
門

(
米
町
)

古
川
徳
右
ヱ
門
持
屋
敷
@

〔
浜
町
ニ
而
無
役
〕

大
黒
屋
彦
右
ヱ
門
持
屋
敷
@

〔
浜
町
ニ
市
無
役
〕

車
彦
五
郎

河
合
茂
左
ヱ
門

(
木
間
)

(
三
橋
町
)

|
弥
次
兵
衛

伝
次

(
三
橋
町
)

(
三
橋
町
)

|
慶
松
お
蔵

宗
右
ヱ
円
、
奈

l
 (
長
者
町
桶

屋
三
助

孫
右
ヱ
門
l
 次

(
長
者
町
)

(
紺
屋
町
)
r
 左

lT
九!ー

j五
長
者
町
)

(
紺
屋
町
)
ノ

島

敷
屋
)持)

町門町

衛川ヱ
米右浜

兵(五(

-E ト

vq
慶 市

勺
F

.'/ 

溜~j'j 
上
伏
屋
仁
左
ヱ
門

(本
11IJ)

永
平
寺
屋
惣
右
ヱ
門

(
大
黒
!II T)

孫
兵
(魚
mT)

石
坊
IIU
組

衛

組
IIIJ 

本

の ロ叶JMHJ

日ド』同Ht

エヱ的

消附陥剛

山併時国一札

橋見ニ
ω頭家

師挽役

台木(

鉄
砲
屋
右
杯
比
1
エ
郎

(
妙
国
寺
:nJ)

金
具
屋
宮
川
市
左
ヱ
門

(
妙
国
寺
町
)

柄
巻
屋
治
左
ヱ
門

(
一
乗
!
日
J
)

甚
九
郎

(
柳
町
)
I
 

〔
鍛
冶
大
和
御
朱
印
内
J

六
兵
衛
(
柳
町
)

C
 
/
/
グ
J

孫
助
(
柳
町
)
I
 

外
科
山
沢
栄
順

i
 

?
 

赤
尾
甚
兵
ヱ

(
長
者
IIIT)

大
和
跡
喜
太
郎

(
柳
川
)

鍔
屋
高
橋
記
内

(
松
園
1
I
T
)

A惨

組

采町組

TJ 

剖刊上呉

吉小
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埠

~~ 

~D 

組

紙(南(屋屋小下田七呉小原服兵八町町
)
 ヱ
吉門伊庄右〔〔日紙兵研ヱ野エ屋屋屋門御御鈎ヱ門〈南朱朱〈叫下小印印印一呉之之岡回之

E内原内M
町〕〉町
)〉

下
研
郎

呉日夜
間
J
)

町組室開I組木会本01] 組

ゴ
ジ
ッ
ク
の
人
附
は
無
地
子

@
但
し
小
木
六
次
郎
1

笛
p
 
者
賀
道
JI貝
}
よ
り
寅
屋
敷
町
奉
行
!
i
:
而
書
付
出
す

五
郎
右
ヱ
門

関き
(西(松卒山屋く横右町町)ヱ)

門

田
(
代
常
盤
町
万
)
貞

安
犀右〈(見2室ヱ長
町寿)
碩

弥
三
門

桶
藤
IU左J)
ヱ
門

儀
右
ヱ
門
(
鍛
治
町
)

利
貞(松本尼慶
上
向
)
西
寺

山
(
三
官
日
lJ)正
院

二
伏軒(三上町
IHT)支
配

の
但
し
正
保
四
年
午
二
月
木
挽
頭
被
ニ
召
上
一
七
郎
右
ヱ
門
叉
其
後
木
挽
頭
被
ニ
仰
付
一
候
処
享
保
三
戊
五
月
相
果
跡
、
役
六
月
十
九
日

西
山
横
河
木
挽
清
右
ヱ
門
へ
被
ニ
仰
付
一
候

~l!!話
題
牧
草
草
判
E
ロ
Q
草塁側.JJt-¥J
G
1
-l!¥l'最終

三
(
西
山
助横
町
)

塁
屋
(
与
屋
五
兵
衛

松
町
)

御
縁工井村(〈〈〈鍵万j万J
寺甚甚子守
H回目町左J的f) )
 
尾兵兵)
 ヱ
敷

大
門

石
ヱ

名
ヱ

河具兵木村屋〈〈(寺鍛室衛友孫崎冶善町町町次完〉
〉)
 
兵
ヱz
円
表
門

甚高↑を
尾
長
賀

困次久村〈束〈((兵智三三寺三津惑甚衛上卜上1持H町町U
太)
 
〉)
 
〕屋
寺

乗
敷

玉
夫

与
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三
ケ
所
を
以
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
一
月
を
上
十
日
、
中

十
日
、
下
十
日
に
交
替
し
て
勤
め
た
。

石
屋
役
は
木
田
町
組
の
み
で
四
十
七
軒
が
見
ら

れ
、
藩
末
の
木
田
町
組
水
帳
に
よ
れ
ば
、
石
坂
町

一
軒
、
石
坂
下
町
三
十
軒
、
石
坂
新
町
二
十
軒
の

計
五
十
一
軒
が
数
え
ら
れ
て
い
る
。

桧
皮
役
は
木
田
町
組
十
軒
で
、
前
記
木
田
町
組

水
帳
に
よ
れ
ば
当
時
桧
皮
役
七
軒
、
桧
皮
職
十
軒

を
数
え
桧
皮
役
一
軒
木
田
横
町
在
除
け
ば
全
て
鍛

冶
町
に
居
住
し
て
い
る
。

こ
の
外
大
工
職
は
下
呉
服
町
組
六
十
五
軒
(
大

工
町
)
鍛
冶
職
は
室
町
組
三
十
一
軒
(
鍛
治
町
)

が
見
ら
れ
、
い
ず
れ
も
同
一
職
人
が
集
団
的
に
居

住
し
て
い
た
様
子
が
知
ら
れ
る
。

〔
地
子
家
〕
先
に
も
述
べ
た
如
く
、
藩
初
に
成

立
し
た
町
屋
敷
は
地
子
を
免
ぜ
ら
れ
た
が
、
そ
の

後
町
割
改
正
に
よ
っ
て
新
し
く
地
子
町
と
し
て
成

立
し
た
所
が
あ
る
。

即
ち
万
治
二
年
(
一
六
五
九
)
の
大
火
で
従
来

市
街
地
内
部
の
柳
町
辺
に
あ
っ
た
西
御
堂
を
始
め

と
し
た
寺
町
は
現
在
の
松
本
と
田
原
町
と
の
ニ
カ

所
に
替
地
を
命
ぜ
ら
れ
て
移
転
し
た
。
そ
の
跡
地

は
一
部
土
族
屋
敷
地
と
な
っ
た
が
、
大
部
分
は
町

割
が
行
な
わ
れ
て
、
一
一
来
町
組
に
は
新
片
町
、
上

呉
服
町
組
に
は
松
屋
町
、
下
呉
服
町
組
に
は
常
盤

町
の
各
町
が
成
立
し
た
。
元
来
新
し
く
開
設
さ
れ

た
町
は
地
方
町
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
城
下

内
部
に
あ
る
た
め
地
子
町
と
し
て
町
万
に
属
せ
し

め
た
も
の
の
様
で
あ
る
。

叉
貞
享
三
年
(
一
六
八
六
)
の
松
平
氏
禄
高
半

知
(
貞
享
の
大
法
)
に
よ
っ
て
城
之
橋
一
帯
の
侍

屋
敷
地
の
大
部
分
は
明
地
と
な
っ
た
が
、
其
後
元

禄
六
年
(
一
六
九
三
)
六
月
城
之
橋
長
浜
町
よ
り

勝
見
門
に
至
る
屈
曲
し
た
街
路
を
直
線
に
改
修

し
、
こ
れ
に
沿
っ
て
城
之
橋
一
番
町
を
建
置
し
て

い
る
が
、
こ
の
地
は
元
来
地
万
地
で
あ
っ
た
け
れ

ど
も
曲
輸
門
内
に
所
在
す
る
た
め
町
方
支
配
と
な

っ
て
い
る
。
第
七
表
の
「
上
ノ
橋
町
組
三
十
二
軒

地
子
屋
敷
但
し
一
番
町
」
と
あ
る
の
は
こ
の
こ
と

で
あ
る
。

叉
木
田
町
組
に
も
百
五
軒
の
地
子
屋
敷
が
見
ら

れ
る
が
、
前
記
木
田
町
水
帳
に
よ
れ
ば
新
屋
敷
上

・
中
・
下
の
三
か
町
が
こ
れ
に
当
り
、
こ
こ
も
寛

文
以
降
貞
享
頃
ま
で
に
成
立
し
た
町
屋
で
あ
る
。

し
か
し
何
故
地
方
町
に
属
さ
ず
に
町
方
支
配
の
地

子
町
に
な
っ
た
か
は
現
在
の
所
資
料
欠
亡
し
て
不

明
で
あ
る
。

〔
無
役
・
無
地
子
〕
こ
の
様
な
役
家
や
地
子
家

の
中
に
在
っ
て
組
頭
・
庄
屋
は
町
役
を
免
ぜ
ら
れ

た
が
、
こ
の
外
に
も
由
緒
あ
る
旧
家
や
松
平
藩
に

出
入
す
る
職
人
・
商
人
・
医
師
等
の
特
別
町
人
も

無
役
叉
は
無
地
子
の
恩
典
に
浴
レ
て
い
た
。

第
八
表
に
知
ら
れ
る
如
く
御
朱
印
所
持
の
人
附

は
九
人
、
御
朱
印
屋
敷
内
の
人
附
十
人
、
御
黒
印

所
持
の
人
附
は
六
人
を
数
え
て
い
る
。
所
で
御
朱

印
と
は
一
般
に
徳
川
幕
府
よ
り
下
賜
さ
れ
た
も
の

申
ぞ
云
い
、
御
黒
印
は
各
藩
の
領
主
の
下
附
レ
た
も

の
を
指
し
た
が
、
こ
こ
で
は
藩
主
の
下
附
し
た
も

の
を
御
朱
印
(
公
儀
御
朱
印
と
区
別
し
て
、
御
家

御
朱
印
と
云
う
)
、
家
老
連
名
で
下
附
し
た
も
の

を
御
黒
印
と
称
し
て
い
る
。
叉
「
御
朱
印
・
御
黒

印
無
之
人
附
」
と
し
て
も
約
六
十
人
が
数
え
ら
れ

て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
こ
れ
等
特
別
町
人
の
略
歴

は
資
料
が
末
だ
充
分
整
わ
な
い
た
め
別
稿
に
譲
る

こ
と
と
し
て
、
こ
こ
で
は
一
覧
表
(
第
八
表
)
の

み
掲
示
す
る
こ
と
に
し
て
筆
を
止
め
た
い
。
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